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●
経
済
関
係
の
停
滞

　

最
初
に
貿
易
統
計
を
用
い
て
両

国
の
経
済
関
係
を
確
認
し
た
い
。
一

九
七
〇
年
代
初
め
の
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
諸
国
と
日
本
と
の
経
済
関
係

を
み
る
と
、
ペ
ル
ー
と
の
貿
易
額

は
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
で
二
番
目
に

多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
ペ
ル
ー

と
日
本
の
貿
易
は
二
〇
〇
〇
年
代

初
め
ま
で
停
滞
し
た
。

　

図
1
に
日
本
と
主
要
な
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
の
貿
易
相
手
国
と
の
貿

易
額
（
輸
出
入
の
合
計
額
）
を
示

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年

代
初
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
一
九
八
〇
年
代

に
入
っ
て
メ
キ
シ
コ
と
の
貿
易
額
が
急

増
し
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
中

で
も
経
済
規
模
が
大
き
い
こ
の
二
カ
国

と
日
本
と
の
貿
易
額
は
、
一
九
八
〇
年

代
の
債
務
危
機
、
一
九
九
四
年
の
メ
キ

シ
コ
の
テ
キ
ー
ラ
シ
ョ
ッ
ク
、
一
九
九

九
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
通
貨
危
機
な
ど
い

く
つ
か
の
経
済
危
機
に
よ
り
足
踏
み
し

な
が
ら
も
、
中
長
期
的
に
は
大
き
く
増

加
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は

経
済
規
模
で
ペ
ル
ー
を
下
回
っ
て
い
た

チ
リ
も
、
経
済
自
由
化
や
貿
易
促
進
政

策
に
よ
り
日
本
と
の
貿
易
額
が
一
九
八

〇
年
代
後
半
か
ら
増
加
し
た
。

　

一
方
、
ペ
ル
ー
と
日
本
と
の
経
済
関

係
は
低
迷
を
続
け
た
（
参
考
文
献
①
）。

両
国
の
貿
易
額
は
一
九
七
〇
年
代
末
か

ら
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
い
っ

た
ん
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
再
び

減
少
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
じ
め
ま
で

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
以
降
は
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
他
の
三
カ
国
と
比
べ
る
と
そ
の
伸

び
は
緩
慢
で
あ
る
。

●
治
安
の
悪
化

　

両
国
の
経
済
関
係
は
ど
う
し
て
停
滞

し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、

治
安
の
悪
化
、
経
済
運
営
の
失
敗
、
対

米
関
係
の
停
滞
、
通
商
政
策
の
誤
り
に

つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

　

も
っ
と
も
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
る
の
が
治
安
の
悪
化
で
あ
る
。ペ
ル
ー

は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
セ
ン
デ
ロ
・

ル
ミ
ノ
ソ
（
輝
け
る
道
）
や
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ａ

（
ト
ゥ
パ
ク
・
ア
マ
ル
革
命
運
動
）
と
い

う
左
派
の
反
政
府
組
織
に
よ
る
武
装
活

動
に
よ
り
、
国
内
の
治
安
が
大
き
く
悪

化
し
た
。
一
九
九
〇
年
に
政
権
に
つ
い

た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
は
、

両
組
織
の
最
高
指
導
者
を
逮
捕
し
た
こ

と
で
組
織
の
勢
力
を
大
幅
に
弱
め
た
。

し
か
し
治
安
の
問
題
は
完
全
に
は
解
決

せ
ず
、
こ
れ
が
日
本
か
ら
ペ
ル
ー
へ
の

投
資
を
妨
げ
る
一
因
と
な
っ
た
。

　

な
か
で
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の

が
、
セ
ン
デ
ロ
・
ル
ミ
ノ
ソ
に
よ
る
一

九
九
一
年
の
国
際
協
力
事
業
団（
当
時
）

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
機
構
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
に
出

席
す
る
た
め
に
ハ
ワ
イ
を
訪
問
し
た
オ
ジ
ャ
ン
タ
・
ウ
マ
ラ
大
統
領
は
、
野
田
佳
彦
首
相

と
会
談
し
た
。
そ
の
な
か
で
ウ
マ
ラ
大
統
領
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
両
国
間
で
締
結
し

た
「
日
本
・
ペ
ル
ー
経
済
連
携
協
定
」（
日
秘
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の
日
本
側
の
早
期
手
続
き
を
期
待

し
た
い
と
述
べ
、
そ
れ
に
対
し
て
野
田
首
相
が
、
早
期
発
効
の
た
め
に
努
力
し
た
い
と
答

え
た
。
そ
し
て
約
一
カ
月
後
の
一
二
月
、
日
秘
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
日
本
の
国
会
で
批
准
さ
れ
、
二

〇
一
二
年
三
月
に
発
効
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
こ
れ
を
機
会
に
、
ペ
ル
ー
側
の
視
点
か
ら
近
年
に
お
け
る
両
国
の
経
済
関
係

と
締
結
ま
で
の
道
の
り
を
振
り
返
り
た
い
。
な
お
本
稿
は
、
参
考
文
献
⑤
を
ベ
ー
ス
に
、

新
し
い
情
報
を
加
え
て
大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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図1　ラテンアメリカ主要国と日本の貿易額

（注）輸出入額の合計。　　（出所）UN Comtrade.
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専
門
家
殺
害
事
件
と
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
一
九
九
六
年
の
日
本
大
使
公
邸
人
質

事
件
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
件
は
、

両
国
の
経
済
関
係
に
最
大
の
打
撃
を
与

え
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
実
行
さ
れ
た
。
前
者
は
、
経
済
改
革

や
治
安
対
策
の
強
化
に
よ
り
経
済
の
安

定
や
治
安
の
改
善
が
実
現
し
つ
つ
あ

り
、
日
本
か
ら
の
投
資
が
拡
大
す
る
と

期
待
さ
れ
た
矢
先
に
実
行
さ
れ
た
。
後

者
の
事
件
が
起
き
た
の
は
、
反
政
府
組

織
の
活
動
が
縮
小
し
て
両
国
間
で
経
済

関
係
の
緊
密
化
に
向
け
た
準
備
が
す
す

み
、
日
本
の
首
相
に
よ
る
ペ
ル
ー
訪
問

が
計
画
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
事
件
に
よ
り
、
両
国
の
経

済
関
係
は
大
き
く
後
退
し
た
。

●
経
済
運
営
の
失
敗

　

治
安
の
悪
化
と
並
ん
で
日
秘
関
係
に

悪
影
響
を
与
え
た
の
が
政
府
に
よ
る
経

済
運
営
の
失
敗
と
そ
れ
に
よ
る
経
済
の

不
安
定
化
や
高
い
リ
ス
ク
で
あ
る
。
一

九
八
〇
年
代
、
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

諸
国
と
同
様
に
ペ
ル
ー
も
債
務
危
機
を

経
験
し
た
。
当
時
政
権
を
担
っ
て
い
た

ア
ラ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
大
統
領
は
、
債
務

返
済
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
宣
言
し
、
財

政
緊
縮
政
策
の
代
わ
り
に
財
政
拡
大
政

策
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
際
金

融
市
場
か
ら
孤
立
し
、
公
的
企
業
は
も

ち
ろ
ん
、
民
間
企
業
に
つ
い
て
も
資
金

調
達
が
困
難
に
な
り
新
規
の
投
資
が

滞
っ
た
。
さ
ら
に
財
政
拡
大
に
よ
り
ハ

イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
発
生
し

て
経
済
危
機
に
陥
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
フ
ジ
モ
リ
政
権
が

実
施
し
た
市
場
経
済
化
改
革
に
よ
り
、

経
済
は
安
定
し
て
徐
々
に
成
長
へ
と
つ

な
が
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
電
気
や
電

話
を
初
め
と
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど

が
民
営
化
さ
れ
る
が
、
主
に
ス
ペ
イ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
の
企
業
が
落
札

し
、
日
本
企
業
は
ほ
と
ん
ど
参
加
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
港
湾
や
航
空
な
ど

の
重
要
な
産
業
も
民
営
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
こ
と
で
、
太
平
洋
を
挟
ん
で
ア

ジ
ア
諸
国
と
向
き
合
う
と
い
う
ペ
ル
ー

の
地
理
的
な
利
点
を
生
か
す
よ
う
な
、

戦
略
的
な
貿
易
振
興
を
図
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
。

●
対
米
関
係
の
停
滞

　

間
接
的
で
は
あ
る
が
日
本
と
の
経
済

関
係
が
深
ま
ら
な
か
っ
た
理
由
と
し

て
、
ペ
ル
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
が
停

滞
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
た
い
（
参
考

文
献
③
）。
ベ
ラ
ス
コ
軍
事
政
権
（
一

九
六
八
〜
一
九
七
五
年
）
は
ア
メ
リ
カ

系
企
業
の
資
産
を
接
収
し
た
ほ
か
、
農

地
改
革
な
ど
社
会
主
義
的
な
改
革
を
進

め
た
上
に
、
兵
器
の
購
入
な
ど
ソ
連
と

の
関
係
を
深
め
た
。
こ
れ
に
続
く
政
権

も
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
改
善
に
は
力
を

入
れ
ず
、
両
国
の
関
係
が
停
滞
す
る
状

態
が
長
ら
く
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
南

米
の
太
平
洋
岸
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の

戦
略
的
な
関
心
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ

ク
ア
ド
ル
、
チ
リ
へ
と
向
か
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
ア
メ
リ

カ
と
政
治
・
経
済
の
両
面
で
結
び
つ
き

の
深
い
日
本
の
行
動
に
も
影
響
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
は
フ
ジ
モ
リ
政
権

が
経
済
安
定
と
治
安
回
復
に
お
い
て
大

き
な
成
果
を
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ペ
ル
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
は
改

善
し
な
か
っ
た
。
障
害
と
な
っ
た
の
が

民
主
主
義
と
人
権
の
尊
重
に
関
す
る
問

題
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
四
月
に
フ
ジ

モ
リ
大
統
領
が
自
ら
憲
法
を
停
止
し
て

議
会
を
閉
鎖
し
た「
自
主
ク
ー
デ
タ
ー
」

や
、
反
政
府
組
織
へ
の
対
策
と
し
て
実

施
し
た
強
制
捜
査
は
、
民
主
主
義
や
人

権
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
行
為
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
米
州

諸
国
か
ら
批
判
を
浴
び
た
。
民
主
主
義

の
庇
護
者
を
標
榜
す
る
ト
レ
ド
大
統
領

が
二
〇
〇
一
年
七
月
に
就
任
し
て
や
っ

と
、
両
国
の
関
係
が
改
善
し
た
。

●
通
商
政
策
の
誤
り

　

ペ
ル
ー
と
日
本
の
経
済
関
係
停
滞
の

要
因
と
し
て
最
後
に
指
摘
し
た
い
の

が
、
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま

で
の
ペ
ル
ー
政
府
に
よ
る
通
商
政
策
の

誤
り
で
あ
る
。
こ
の
期
間
は
通
商
政
策

だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
や
外
交
の
面

で
も
一
貫
性
の
あ
る
戦
略
に
欠
き
、
各

政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
権
担
当
者

の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
、
政
策
が
振
り

子
の
よ
う
に
大
き
く
変
動
し
た
。
例
え

ば
関
税
に
か
か
わ
る
政
策
で
は
、
製
造

業
投
資
の
誘
致
や
輸
出
の
促
進
で
競
争

相
手
と
な
る
チ
リ
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
比

べ
る
と
、
ペ
ル
ー
は
大
き
く
出
遅
れ
た

（
参
考
文
献
⑥
）。
こ
こ
で
は
、
天
然
資

源
、
製
造
業
、
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
例
に

説
明
す
る
。

　

天
然
資
源
開
発
の
分
野
で
は
、
日
本

企
業
は
ペ
ル
ー
の
大
型
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
融
資
を
行
っ
た
ほ
か
、

出
資
に
よ
り
権
益
を
得
る
こ
と
で
日
本

へ
の
資
源
の
安
定
供
給
の
確
保
を
狙
っ

て
い
た
。
こ
れ
に
大
き
な
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
た
の
が
債
務
返
済
の
停
止
で
あ

る
。
第
二
次
ベ
ラ
ウ
ン
デ
政
権
（
一
九

八
〇
〜
一
九
八
五
年
）
か
ら
支
払
い
が

滞
り
は
じ
め
、
第
一
次
ガ
ル
シ
ア
政
権

（
一
九
八
五
〜
一
九
九
〇
年
）
で
は
完

全
に
停
止
し
た
。
な
か
で
も
ペ
ル
ー
北

部
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
の
た
め

に
日
本
ペ
ル
ー
石
油（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）

が
一
九
七
〇
年
代
初
め
に
融
資
し
た
資

金
返
済
の
延
滞
が
問
題
と
な
り
、
日
本

か
ら
の
新
規
の
投
資
が
大
き
く
減
少
し

た
。

　

製
造
業
に
お
い
て
日
本
企
業
は
、
一
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九
七
〇
年
代
末
に
ペ
ル
ー
国
内
に
自
動

車
の
組
立
工
場
へ
の
投
資
を
始
め
た
。

こ
れ
は
、
ペ
ル
ー
国
内
で
拡
大
し
つ
つ

あ
っ
た
自
動
車
部
品
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
製
造
を
背
景
に
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
へ

の
完
成
車
の
輸
出
を
視
野
に
入
れ
て
実

施
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九
九
二
年
に
フ

ジ
モ
リ
政
権
が
ア
ン
デ
ス
共
同
体
の
共

通
市
場
へ
の
参
加
を
一
時
的
に
停
止
す

る
と
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
へ
の
輸
出
が
難

し
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
企
業
は

ペ
ル
ー
で
の
自
動
車
組
立
か
ら
撤
退
、

代
わ
り
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

へ
進
出
し
た
。
さ
ら
に
フ
ジ
モ
リ
政
権

は
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
を
製
造
業
の
輸
出

市
場
と
は
見
な
さ
ず
、
国
内
の
製
造
業

が
輸
入
品
に
対
し
て
競
争
力
を
持
つ
よ

う
な
関
税
構
造
に
し
な
か
っ
た
。
そ
の

結
果
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
の
市
場
を
対
象

と
し
た
製
造
業
へ
の
投
資
は
、
域
内
の

他
国
へ
と
向
か
っ
た
（
参
考
文
献
④
）。

　

さ
ら
に
航
空
や
海
運
と
い
っ
た
物
流

サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ペ

ル
ー
は
日
本
と
の
経
済
関
係
を
強
化
す

る
よ
う
な
政
策
を
と
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。特
に
隣
国
チ
リ
と
比
べ
る
と
、

ペ
ル
ー
の
政
策
の
ま
ず
さ
が
目
立
つ
。

チ
リ
は
南
米
の
太
平
洋
岸
に
お
け
る
物

流
の
ハ
ブ
と
な
る
べ
く
、航
空
会
社（
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
や
海
運
会
社
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｖ
、
Ｃ

Ｃ
Ｎ
Ｉ
）
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
空
港

や
港
湾
の
近
代
化
も
進
め
た
。
ま
た
、

チ
リ
の
海
運
会
社
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

同
業
者
と
提
携
し
、
両
国
の
港
を
陸
路

で
結
ぶ
物
流
ル
ー
ト
を
整
備
し
た
。
そ

の
結
果
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
南
米
で
最
大
の
航

空
会
社
に
成
長
し
、
チ
リ
の
港
は
太
平

洋
岸
の
ハ
ブ
港
と
し
て
の
役
割
を
獲
得

し
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

一
方
ペ
ル
ー
は
、
市
場
経
済
化
改
革

の
一
環
と
し
て
国
営
の
航
空
会
社
ア
エ

ロ
・
ペ
ル
ー
を
メ
キ
シ
コ
の
航
空
会
社

に
売
却
し
た
も
の
の
一
九
九
九
年
に
倒

産
、
現
在
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
子
会
社
が
ペ

ル
ー
国
内
最
大
の
航
空
会
社
と
な
っ
て

い
る
。
国
内
最
大
の
港
で
あ
る
カ
ヤ
オ

港
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
融
資
に
よ
る

近
代
化
の
計
画
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら

進
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局

は
実
現
し
な
か
っ
た
。
近
代
化
が
始

ま
っ
た
の
は
、
港
の
運
営
が
民
間
企
業

に
委
ね
ら
れ
た
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
チ
リ
の
主
要
コ
ン
テ

ナ
港
で
あ
る
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
港
と
比

べ
る
と
、
カ
ヤ
オ
港
は
港
湾
費
用
が
高

い
う
え
に
、
船
便
の
接
続
が
悪
い
。
そ

の
た
め
、
太
平
洋
を
横
断
す
る
貨
物
船

は
チ
リ
の
港
に
入
っ
て
か
ら
、
ペ
ル
ー

や
エ
ク
ア
ド
ル
に
立
ち
寄
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
か
ら
ア
ジ
ア
向

け
の
貨
物
も
同
様
で
、
い
っ
た
ん
チ
リ

の
港
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
、
太
平
洋
を

横
断
す
る
ル
ー
ト
を
取
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
分
ペ
ル
ー
か
ら
の
輸
送
費
が

高
く
な
る
こ
と
も
、
ペ
ル
ー
の
貿
易
促

進
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
た
（
参

考
文
献
⑦
）。

●
通
商
戦
略
の
転
換

　

二
〇
〇
一
年
か
ら
の
ト
レ
ド
政
権
期

は
、
フ
ジ
モ
リ
元
大
統
領
の
身
柄
引
き

渡
し
問
題
の
た
め
に
両
国
関
係
が
冷
え

込
ん
で
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
の
通

商
戦
略
の
転
換
、
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ

カ
と
の
関
係
強
化
、
段
階
的
関
税
の
設

定
、二
国
間
自
由
貿
易
協
定
の
促
進
が
、

そ
の
後
の
日
本
と
の
関
係
改
善
に
大
き

く
影
響
し
た
。

　

ペ
ル
ー
の
通
商
戦
略
の
転
換
の
中
心

的
な
位
置
を
占
め
る
の
が
ア
メ
リ
カ
と

の
関
係
改
善
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
一

九
九
一
年
、
ペ
ル
ー
を
含
む
ア
ン
デ
ス

諸
国
に
対
し
て
、
コ
カ
栽
培
の
削
減
な

ど
麻
薬
撲
滅
に
協
力
す
る
見
返
り
に
農

産
品
や
そ
の
加
工
品
を
中
心
と
し
た
品

目
に
つ
い
て
輸
入
関
税
を
免
除
す
る
ア

ン
デ
ス
関
税
優
遇
法
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
を

制
定
し
た
。
こ
の
制
度
は
二
〇
〇
二
年

に
は
ア
ン
デ
ス
貿
易
促
進
麻
薬
撲
滅
法

（
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
と
し
て
引
き
継
が

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
が
一
方
的
に
恩
恵
を
与
え
る
制
度

で
、
継
続
に
は
数
年
ご
と
に
ア
メ
リ
カ

議
会
に
よ
る
承
認
が
必
要
に
な
っ
て
い

た
。
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
有
利
な
ア
ク

セ
ス
を
恒
久
的
に
確
保
す
る
た
め
に

は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
自
由
貿
易
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
が
ペ
ル
ー
政
府
の
課
題

と
な
っ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
政
権
に
つ
い
た
ト
レ

ド
大
統
領
は
、
ア
メ
リ
カ
を
戦
略
的
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
、
最
優

先
で
関
係
の
改
善
に
努
め
た
。
ト
レ
ド

大
統
領
は
ア
メ
リ
カ
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
研
究
し
た
こ
と
も
あ
る

親
米
派
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
尊
重
を

掲
げ
て
当
選
し
た
こ
と
も
ア
メ
リ
カ
か

ら
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
二
〇

〇
二
年
三
月
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の

ペ
ル
ー
訪
問
が
実
現
し
、
両
国
の
関
係

改
善
が
大
き
く
進
ん
だ
。
二
〇
〇
四
年

五
月
に
は
ア
メ
リ
カ
と
ア
ン
デ
ス
諸
国

（
ボ
リ
ビ
ア
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
エ
ク
ア

ド
ル
、
ペ
ル
ー
）
と
の
間
で
自
由
貿
易

協
定
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
。
途
中
、
ボ

リ
ビ
ア
と
エ
ク
ア
ド
ル
が
交
渉
か
ら
離

脱
し
た
が
ペ
ル
ー
は
交
渉
を
続
け
、
ト

レ
ド
政
権
末
期
の
二
〇
〇
六
年
四
月
に

協
定
に
調
印
し
た
。
ア
メ
リ
カ
議
会
に

よ
る
批
准
に
時
間
が
か
か
っ
た
も
の

の
、
政
権
を
引
き
継
い
だ
ガ
ル
シ
ア
大

統
領
自
ら
が
ア
メ
リ
カ
へ
足
を
運
ん
で

批
准
を
働
き
か
け
、
二
〇
〇
七
年
一
二

月
に
は
ア
メ
リ
カ
議
会
が
批
准
、
ペ

ル
ー
国
内
の
法
改
正
を
経
た
後
、
二
〇

〇
九
年
二
月
に
発
効
し
た
。

　

対
米
自
由
貿
易
協
定
に
加
え
て
通
商



43

日本・ペルー経済連携協定締結への道のり

アジ研ワールド・トレンド No.197 （2012. 2）

戦
略
転
換
の
一
部
を
な
す
の
が
、
関
税

設
定
の
方
針
転
換
で
あ
る
。
関
税
の
簡

素
化
や
一
律
的
な
引
き
下
げ
と
い
っ
た

そ
れ
ま
で
の
方
針
か
ら
、
資
本
財
や
中

間
財
に
限
定
し
て
引
き
下
げ
る
こ
と

で
、
国
内
製
造
業
の
競
争
力
強
化
を
狙

う
方
針
に
転
換
し
た
。
同
時
に
、
諸
外

国
に
対
し
て
一
方
的
に
関
税
を
引
き
下

げ
た
こ
れ
ま
で
の
政
策
を
見
直
し
、
互

恵
主
義
に
基
づ
い
て
、
通
商
交
渉
の
過

程
で
航
空
や
海
運
な
ど
で
有
利
な
条
件

を
引
き
出
す
た
め
の
道
具
と
し
て
関
税

を
利
用
す
る
方
針
を
定
め
た
。

　

さ
ら
に
政
府
は
経
済
統
合

の
手
段
と
し
て
、
従
来
は
ア

ン
デ
ス
共
同
体
な
ど
特
恵
貿

易
地
域
を
中
心
に
す
す
め
て

い
た
が
、
こ
れ
を
二
国
間
の

自
由
貿
易
協
定
の
拡
大
に
切

り
替
え
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
だ
け
で
な
く
、
域
外

の
先
進
国
、
途
上
国
と
も
交

渉
を
進
め
、
貿
易
相
手
国
の

多
様
化
を
図
っ
た
。
表
1
に

示
し
た
と
お
り
、
チ
リ
な
ど

の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の

ほ
か
に
も
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

中
国
、
韓
国
な
ど
の
ア
ジ
ア

諸
国
、
欧
州
自
由
貿
易
連
合

（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
ス
イ
ス
な

ど
欧
州
の
先
進
国
と
も
自
由

貿
易
を
締
結
し
、
既
に
発
効

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
加
盟
に
向
け
て

関
係
国
と
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

● 

日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
に
向
け
て

　

二
〇
〇
六
年
七
月
に
ガ
ル
シ
ア
政
権

が
始
ま
っ
て
以
降
、
ペ
ル
ー
と
日
本
と

の
経
済
関
係
は
大
き
く
改
善
し
て
い

る
。
二
〇
〇
八
年
三
月
に
ガ
ル
シ
ア
大

統
領
が
訪
日
し
た
の
に
続
い
て
、
同
年

一
一
月
に
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
に

出
席
す
る
た
め
に
麻
生
太
郎
首
相
（
当

時
）
が
ペ
ル
ー
を
訪
問
、
ガ
ル
シ
ア
大

統
領
と
の
間
で
投
資
協
定
に
署
名
し

た
。
こ
の
時
に
両
首
脳
は
自
由
貿
易
協

定
（
経
済
連
携
協
定
）
の
交
渉
開
始
を

検
討
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
二
〇
〇
九

年
四
月
に
交
渉
開
始
が
正
式
に
決
ま
っ

た
。

　

二
〇
〇
九
年
五
月
か
ら
一
〇
月
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
四
回
の
交
渉
で
は
多

く
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
合
意
が
進
ん
だ

が
、
そ
の
後
の
交
渉
で
は
合
意
の
ペ
ー

ス
が
落
ち
た
。
こ
れ
は
、
農
林
水
産
品

の
貿
易
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
（
Ｓ
Ｐ

Ｓ
）、
貿
易
の
技
術
的
障
害
（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）

な
ど
の
分
野
で
意
見
が
対
立
し
た
た
め

で
あ
る
。

　

ペ
ル
ー
は
日
本
に
対
し
て
、
鉱
産
品

や
農
林
水
産
品
の
市
場
開
放
を
求
め

た
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
の
自
由
貿
易
交

渉
と
同
様
に
、
農
林
水
産
品
の
多
く
を

市
場
開
放
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
ま

た
、
衛
生
植
物
検
疫
措
置
や
貿
易
の
技

術
的
障
害
に
つ
い
て
も
日
本
の
要
求
水

準
は
厳
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
分
野
で
の
調
整
に
時
間
が
か

か
っ
た
。

　

日
本
が
優
先
的
に
市
場
開
放
を
求
め

表1　ペルーの自由貿易協定交渉
状況 相手国 調印日 発効日

発効済み アメリカ 2006年4月12日 2009年2月1日
チリ 2006年8月22日 2009年3月1日
シンガポール 2008年5月29日 2009年8月1日
カナダ 2008年5月29日 2009年8月1日
中国 2009年4月28日 2010年3月1日
欧州自由貿易連合（EFTA） 2010年7月14日 2011年7月1日
スイス 2010年7月14日 2011年7月1日
韓国 2011年3月21日 2011年8月1日
タイ 2003～2010年 2011年12月31日
メキシコ 2011年4月6日 2012年2月1日

調印済み ノルウェー 2010年7月14日
アイルランド 2010年7月14日
日本 2011年5月31日
パナマ 2011年5月25日
コスタリカ 2011年5月26日
グアテマラ 2011年12月6日

交渉終了 欧州連合（EU） 2010年2月28日
交渉中 エルサルバドル

ホンジュラス
環太平洋戦略経済連携協定（TPP）

（出所）ペルー貿易観光省ウェブサイト（http://www.acuerdoscomerciales.gob.pe/）。

表2　日秘EPAによる市場アクセスの改善
日本側の市場開放

現行関税率＊ 交渉の結果
鉱工業分野 銅鉱、亜鉛鉱 無税 無税
農林水産分野 コーヒー（生豆） 無税 無税

アスパラガス（生鮮） 3％ 即時撤廃
アスパラガス（調整品） 12-17％ 10年間で撤廃
トウモロコシ（菓子用） 50％ 無税＊＊

トウモロコシ（飲料用） 50％ 無税＊＊

製材 2.88-3.6％ 即時撤廃
アメリカおおあかいか 5％ 10年間で撤廃
豚肉 従価税部分4.3％＊＊ 従価税部分2.2％＊＊

鶏肉・鶏肉調整品 6-21.3％＊＊ 3.6-19.1％＊＊

ペルー側の市場開放
鉱工業部門 乗用車 9％ 4～9年で撤廃

二輪車 9％ 5～9年で撤廃
自動車部品（伝動軸） 9％ 即時撤廃
自動車部品（サスペンション） 9％ 3～5年で撤廃
自動車部品（強化ガラス） 9％ 9～10年で撤廃
テレビ 9％ 即時撤廃
リチウムイオン電池・鉛蓄電池 9％ 9年で撤廃

農林水産分野 清酒 9％ 即時撤廃
柿 9％ 5年で撤廃
ながいも、梨 9％ 7年で撤廃
リンゴ、緑茶 9％ 15年で撤廃

（出所）経済産業省ウェブサイト日秘EPA説明会配付資料（http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/
epa/country/peru.html）、財務省貿易統計ウェブサイト（http://www.customs.go.jp/tariff/）。
（注）＊2009年4月時点の関税率。＊＊関税割当数量内の枠内税率。
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た
の
は
自
動
車
で
あ
る
。
ペ
ル
ー
は
既

に
自
由
貿
易
協
定
が
発
効
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
に
対
し
て
自
動

車
の
関
税
を
引
き
下
げ
て
お
り
、
日
本

か
ら
輸
出
す
る
メ
ー
カ
ー
が
ペ
ル
ー
市

場
で
競
争
力
を
失
い
か
ね
な
い
。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ペ
ル
ー
が
他
国
と

結
ぶ
協
定
と
同
様
の
関
税
の
引
き
下
げ

を
求
め
た
。

　

両
国
は
合
計
六
回
の
会
合
を
重
ね
た

後
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
交
渉
を
完

了
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
日
秘
Ｅ
Ｐ
Ａ

に
調
印
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
れ
ば
、

両
国
の
貿
易
額
の
九
九
％
以
上
に
つ
い

て
、
協
定
発
効
後
一
〇
年
間
で
関
税
が

撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
表
2
）。

　

ペ
ル
ー
側
の
関
心
が
高
か
っ
た
鉱
工

業
分
野
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
品

目
に
つ
い
て
関
税
が
即
時
に
撤
廃
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
農
林
水
産
分
野
で

は
生
鮮
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
コ
ー
ヒ
ー
の

生
豆
、
製
材
は
即
時
撤
廃
、
紫
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
コ
ー
ン
、
ア

メ
リ
カ
お
お
あ
か
い
か
な
ど
で
も
関
税

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
日
本
は
ペ
ル
ー

と
の
交
渉
の
中
で
、
七
四
九
品
目
に
つ

い
て
関
税
優
遇
の
対
象
か
ら
除
外
し
た

が
、
こ
れ
は
日
本
が
チ
リ
（
一
二
〇
〇

品
目
）
や
メ
キ
シ
コ
（
一
三
〇
〇
品
目
）

と
結
ん
だ
Ｅ
Ｐ
Ａ
よ
り
も
大
幅
に
少
な

い
（
参
考
文
献
⑧
）。

　

日
本
側
の
関
心
が
高
か
っ
た
自
動
車

分
野
に
つ
い
て
は
、
乗
用
車
が
四
〜
九

年
で
関
税
撤
廃
、
自
動
車
部
品
も
一
〇

年
の
間
に
関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
に
ペ
ル
ー

と
の
自
由
貿
易
協
定
が
二
〇
一
一
年
八

月
に
発
効
し
た
韓
国
と
ほ
ぼ
同
等
の
市

場
ア
ク
セ
ス
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
ほ
か
農
林
水
産
分
野
に
つ
い

て
も
、
清
酒
の
関
税
が
即
時
撤
廃
、
柿
、

な
が
い
も
、
梨
、
リ
ン
ゴ
、
緑
茶
な
ど

も
五
〜
一
五
年
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ

る
。

　

日
秘
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
は
こ
れ
以
外
に
も
、

政
府
調
達
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
に

関
す
る
小
委
員
会
の
設
置
な
ど
が
含
ま

れ
て
お
り
、
ペ
ル
ー
が
こ
れ
ま
で
他
国

と
結
ん
だ
自
由
貿
易
協
定
と
比
べ
て
も

進
ん
だ
協
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
秘
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
当
初
、
二
〇
一
一
年

の
中
頃
に
発
効
予
定
だ
っ
た
が
、
東
北

大
震
災
の
影
響
で
日
本
の
国
会
で
の
審

議
が
遅
れ
、
同
年
一
二
月
に
批
准
さ
れ

た
。
二
〇
一
二
年
三
月
に
発
効
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
両
国
の
経

済
関
係
が
さ
ら
に
発
展
す
る
で
あ
ろ

う
。

（Fernando González V
igil

／

ペ

ル
ー
・
パ
シ
フ
ィ
コ
大
学
教
授
・
し
み

ず
・
た
つ
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

在
リ
マ
海
外
研
究
員
）
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